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御津南部小学校 

校長室だより 

令和５年 12 月 18 日 

NO.３３ 
なわとびで楽しく体力づくり 

今年度の御津南部小学校の教育活動の特ちょうの１つに「地域学習の充実」が挙げられます。地域

学習とは、地域を学ぶ学習や地域で学ぶ学習のことを言います。この地域学習の「地域」とは、「生

まれ育った土地」、「ふるさと」や「郷土」、言い換えると「御津の町」を指しています。 

地域学習の醍醐味は、住んでいる地域の人々や自然、産業、歴史、文化といった豊かな資源を教材

化し、学習対象としていることです。身の回りの人やものを学ぶことで、より学習が身近になり、自

分事として考え、また、繰り返しかかわることで、より深く学ぶことが期待できます。 

御津南部小学校区は、海も山もあり、田畑も工場も商店もあります。また、昔から発展してきたも

のに加えて、新しく変化を遂げているものもあり、学習の宝庫といえます。これを生かさない手はあ

りません。今年度、特に、２年生や５年生が熱心に取り組んでくれました。一部を紹介します。 

 

２年生活科「みとのきらりさん」 

マルナカ米店、カナモリ文具、アユセン、イチゴ農家、小野畳店、見守り隊 他 

３年社会科「スーパーのひみつ」たつみストアー 他 

５年国語科「和の文化をまとめよう」三河屋製菓、タネイ、やまぐちや、桑名海苔店 他 

   総合的な学習「御津南地区の魅力を開拓 御津南版カタン」  

   社会科「我が国の工業生産」鶴ケ崎鉄工、天狗缶詰、青海製作所 他     （敬称略） 

 

 

 

 

 

 

 

 

自分は、地域学習こそ小学校の大切な学習だと考えます。 

その理由は３つあります。 

・１つめは、子どもたちが自分の住んでいる地域を好きになることで、 

そこに住んでいることに喜びや誇りを感じること。 

・２つめは、地域について主体的に学んだ子は、将来、御津を離れ、どこに住んでも、その地域での

生活やその地域に対する思いが高まり、前向きに力強く生きることができるようになること。 

・３つめは、子どもたちの地域を愛する心が、持続可能な地域づくりにつながること。 

地域の方々のおかげで、貴重な体験とすてきな学習ができました。子どもたちは、自分の周りには

すごい人や信頼できる人がたくさんいて、自信をもって暮らしていけると感じたはずです。ありがと

うございます。今後ともよろしくお願いいたします。 

※上下水道や消防署などの行政関係は除きます 



２０２３年もあと２週間となりました。 

みなさんにとっての  
毎年恒例の、日本漢字能力検定協会が主催する今年の世相を１字で表す「今年の漢字」が「税」

に決まり、京都の清水寺で発表されました。理由としましては、一年を通じて税金の議論が活発

に行われたり、定額減税やインボイス制度といった「税」にまつわるテーマに関心が集まったり

した点が挙げられています。この今年の漢字は、協会がウェブサイトなどで募集し、最多得票の

字を選んでいす。この漢字が選ばれるのは、実は２度目になります。２位は「暑」、３位は「戦」、

４位は阪神タイガースの優勝のせいか「虎」 

ということです。 

ちなみに、昨年は、ロシアによるウクラ 

イナ侵攻やサッカーのワールドカップで熱 

戦が繰り広げられたことなどから「戦」が 

選ばれました。 

さて、みなさんにとって、この１年を漢 

字１字で表すとどんな漢字になりますか。 

クラスで友だちと、今年の１字を伝え合っ 

てもおもしろいと思います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

 

 

 

見守り隊の皆様、ＰＴＡ校外委員の方々、ＰＴＡ旗当番の方々、交通指導員の方を 

はじめ、子どもたちの安全な登下校のために、いつもお力をいただきありがとうござ 

います。御津地区は、交通の要所で、車通りの多い地区ではありますが、無事に登下 

校ができております。本当にありがとうございます。 

この２学期は、大きな道路工事の影響を受け、周辺道路や生活道路への車の流入が一気に増加し

たり、橋の付け替えによる県道への通学路変更が余儀なくされたりなど、今までとは違った状況が

発生しました。ですが、子どもが安全に歩ける通学路として私有地を歩けるようにしてくださった

り、工事にかかわる建設会社の方が見守りをしてくださったりなど、多くの人たちが、子どもたち

の登下校の安全に力を貸してくださいました。ありがとうございます。 

 

地域の方が、子どもの安全な通り道を

確保してくださいました。（新白川橋） 建設会社の方も子どもたちと一緒に歩いてくれています（上佐脇） 


